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藤井寺市教育委員会（教育長：見浪 陽一）は、国立大学法人大阪教育大学（学長：岡本 幾子）

との連携協力に関する協定の締結に伴い、2025 年 12 月 19 日（金）に締結式を執り行いまし

た。 

 本協定の締結をもって、教員生涯学習プラットフォーム「OZONE-EDU」 を活用した教員研

修や学校教育に関する取組の充実等を図り、教育の分野におけるより一層の発展をめざします。 

  

 

【協定内容】 

１ 目的 

 国立大学法人大阪教育大学と藤井寺市教育委員会が教育等の分野において、連携及び相互協力す

ることにより、相互の発展・充実に寄与することを目的とする。 

２ 連携事項 

（１）大学における教員養成等の充実に関すること。 

（２）学校教育の充実及び教員の資質向上に関すること。 

（３）学校教育上の諸課題に対応した調査研究に関すること。 

（４）生涯学習の振興に関すること。 

（５）その他両者で合意された事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤井寺市教育委員会と大阪教育大学が 

連携協力に関する協定を締結 
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■コメント 

藤井寺市教育委員会 見浪 陽一 教育長 

 

本市は、児童生徒一人ひとりの学びを支え、未来を切り拓く力を育むため、学校現場の課題解決

と教育の質の向上に向け、様々な取組を進めております。近年、学校を取り巻く環境は大きく変化

しており、いじめや不登校への対応、地域と連携した安全・安心な学びの場づくり、教職員の働き

方改革など、多岐にわたる課題に向き合わなければなりません。特に、本市ではスクリーンタイム

の長さが課題となっており、家庭とも連携した対応を進めなければなりません。そのため、教育研

究の最前線にある大阪教育大学と新たな協働体制を築けることは、本市にとって大きな意義がある

と考えています。 

 今回の協定により、大学が有する専門的な知見を、より直接的に学校現場へとつなぐことができ、

教育課題に対する調査研究や教員生涯学習プラットフォーム「OZONE-EDU」を活用した教職員

研修の充実など、多方面で実りある取組が進むものと期待しています。 

 

大阪教育大学 岡本 幾子 学長 

 

本学は、令和４年３月に、「令和の日本型学校教育」を担う教師の育成を先導し、教員養成の在

り方自体を変革していくためのけん引役として、文部科学省により公募された「教員養成フラッグ

シップ大学」の４大学に指定され、カリキュラム弾力化のための新科目の導入や、学部と大学院の

一体的カリキュラム開発、学び続ける教員を支える教員生涯学習プラットフォーム

「OZONE-EDU」の開発などを推進しています。教員養成フラッグシップ大学として、予測困難

な教育現場の諸課題へ対応していくため、さらなる教員養成機能の高度化に取り組んでいます。 

 教育現場の諸課題に対応を図るためには自治体・教育委員会と大学との密接な連携が不可欠です。

協定締結を契機として、連携をより一層発展させ、ともに様々な学校現場や地域社会における課題

の解決や、学校教育の充実、教員の資質向上等に取り組むべく、力強いご協力をお願いしたいです。 

 

藤井寺市  https://www.city.fujiidera.lg.jp 

     藤井寺市は大阪府の南東部に位置し、市域面積が 8.89km2 と大阪府で

最も小さい市ながら、鉄道の 3 駅や西名阪自動車道が通っており、アクセ

ス性の高いコンパクトシティとして形成されています。市域には、世界文

化遺産に登録された古市古墳群や日本遺産に登録された西国三十三所第五

番札所の葛井寺などを有し、歴史資産が豊富なまちでもあります。 

近年は、おしゃれな雑貨屋やカフェが増え、「なかなかのまちなか藤井寺」

をキャッチフレーズにまちなか観光を推奨するなど、あらたな魅力をみせ

ています。 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

藤井寺市教育委員会事務局 

教育部学校教育課 

TEL：072-939-1402 

E-MAIL：gakkoukyouiku@city.fujiidera.lg.jp 

藤井寺市は、SDGs の目標達成に向けた

取組を推進しています。 


